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北海道では冬期道路交通確保のため、防雪対策のひとつである防雪林の整備が進められてい

る。防雪林は高い防雪効果が期待できるが樹木の生長に応じた適切な育成管理が必要である。

しかし、その管理手法が明確になっておらず、間引き等による防雪機能への影響は明らかとな

っていない。そこで、防雪機能を維持した効果的な管理手法を提示するため、模型防雪林を用

いた風洞実験により間引き等が防雪機能に与える影響の調査を行った。 
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